
Ⅰ 学校調査 

 
１ 総括 

 
(1) 学校数 

 

①  幼稚園 
・ 本県の幼稚園数は 94 園となっており、前年度より 1 園減少、5 年前より 39 園減

少となっている。 
 

②  幼保連携型認定こども園 （平成 27 年度創設） 
・ 本県の幼保連携型認定こども園数は 135 園となっており、前年度より 8 園増加と

なっている。 
 

③  小学校 
・ 本県の小学校数は 241 校となっており、前年度より 1 校減少、5 年前より 6 校減

少となっている。 
 

④  中学校 
・ 本県の中学校数は 138 校となっており、前年度と同数、5 年前より 7 校減少とな

っている。 
 

⑤  高等学校                                                  

・ 本県の高等学校数は 54 校となっており、前年度と同数、5 年前より 1 校増加とな

っている。 
 

              （表１） 
 

 
 

  



(2) 全児童・生徒数  
①  幼稚園 
・ 本県の園児数は 6,133 人となっており、前年度より 357 人減少、5 年前より 4,223

人減少となっている。 
・ 平成 26 年度から 6 年連続で減少となっている。 

 
②  幼保連携型認定こども園（平成 27 年度創設） 
・ 本県の園児数は、14,521 人となっており、前年度より 783 人増加となっている。 

 
③  小学校 
・ 本県の児童数は 61,174 人となっており、前年度より 419 人減少、5 年前より 611

人減少となっている。 
・ 昭和 59 年度以降減少を続けていた中で、昨年度は増加に転じたが、再び減少し、

今年度は過去最低となった。 
 

④  中学校 
・ 本県の生徒数は 29,905 人となっており、前年度より 190 人減少、5 年前より 2,841

人減少となっている。 
・ 昭和 63 年度以降減少を続けていた中で、平成 19 年度に一旦微増したが、その後

は再び減少し、今年度は過去最低となった。 
 

⑤  高等学校 
・ 本県の生徒数は専攻科を除き 30,009 人（専攻科含め 30,455 人）となっており、

前年度より 842 人減少（同 863 人減少）、5 年前より 2,859 人減少（同 2,890 人減

少）となっている。 
・ 平成 3 年度以降減少を続けていた中で、平成 22 年度に一旦微増したが、その後は

再び減少となっている。 
 

（表２・参考１） 

 

     



２ 幼稚園 

 
(1) 園数 

園数は 94 園で、前年度より 1 園減少している。 
    設置者別では、国立１園、公立 12 園、私立 81 園となっている。 

（表３） 

 

       

 
(2) 学級数 

学級数は 369 学級で、前年度より 17 学級減少している。 
設置者別では、国立 5 学級（前年度と同数）、公立 26 学級（対前年度 1 学級減少）、

私立 338 学級（対前年度 16 学級減少）となっている。 
１学級当たりの園児数は 16.6 人（対前年度 0.2 人減少）となっている。 

（表４） 

 
    

 
(3) 園児数 

園児数は 6,133 人で、前年度より 357 人減少している。 
  年齢別では、3 歳児が 1,778 人（対前年度 170 人減少）、4 歳児が 2,042 人（同 132
人減少）、5 歳児が 2,313 人（同 55 人減少）となっている。 
 小学校第 1 学年の児童数に対する当該年 3 月の幼稚園修了者数の比率（就園率）は

24.4%で、前年度より 1.0 ポイント低下している。 
 認可定員は 11,650 人で、国立は 124 人（対前年度同数）、公立は 835 人（同 70 人減

少）、私立は 10,691 人（同 164 人減少）となっている。 
   認可定員と園児数との差は 5,517 人で、前年度より 123 人減少している。 

（表５・６） 



 
 

 
 

 
 
(4) 教職員数 

    教員数は 754 人で、前年度より 42 人増加している。 
   男女別では、男性が 75 人（対前年度 4 人増加）、女性が 679 人（同 38 人増加）とな

っている。 
   教員のうち女性教員の占める割合は 90.1 %で、前年度より 0.1 ポイント増加している。 
   教員 1 人あたりの園児数は 8.1 人（対前年度 1.0 人減少）となっている。 

  （表７） 
 
 

 
 

 



３ 幼保連携型認定こども園 

 
(1) 園数 

園数は 135 園で、前年度より 8 園増加している。 
設置者別では、私立のみとなっている。 

（表８） 

 

 

    

 
(2) 学級数 

学級数は 482 学級で、前年度より 22 学級増加している。 
１学級当たりの園児数は 30.1 人（対前年度 0.2 人増加）となっている。 

（表９） 
 

 
 

(3) 園児数 

園児数は 14,521 人で、前年度より 783 人増加している。 
年齢別では、0 歳児が 728 人（対前年度比 27 人増加）、1 歳児が 2,117 人（同 128 

人増加）、2 歳児が 2,341 人（同 198 人増加）、3 歳児が 3,079 人（同 64 人増加）、 
4 歳児が 3,140 人（同 146 人増加）、5 歳児が 3,116 人（同 220 人増加）となっている。 
小学校第 1 学年の児童数に対する当該年 3 月の幼保連携型認定こども園修了者数の比

率（就園率）は 29.9%で、前年度より 3.4 ポイント上昇している。 
認可定員は 15,183 人となっており、認可定員と園児数の差は 662 人（前年度より 30

人増加）となっている。 
 （表１０・１１） 



 
 

 
 
 

 

(4) 教育・保育職員及びその他の職員数 
教育・保育職員数は 2,693 人で、前年度より 200 人増加している。 
男女別では、男性が 191 人（対前年度 39 人増加）、女性が 2,502 人（同 161 人増加） 

となっている。 
教育・保育職員のうち女性教育・保育職員の占める割合は 92.9％で、前年度より 1.0 

ポイント低下している。 
教育・保育職員 1 人あたりの園児数は 5.4 人（対前年度 0.1 人減少）となっている。 

（表１２） 
 

 
 
 
  



４ 小学校 

 
(1) 学校数 

学校数は 241 校で、前年度より 1 校減少している。 
  設置者別では、国立 1 校、公立 239 校、私立 1 校となっている。 
  へき地等指定学校は 32 校で、前年度と同数となっている。また、特別支援学級を置く

学校数は 197 校（全学校の 81.7%）で、前年度と同数となっている。 
              （表１３） 

 

   
 
 
 
(2) 学級数 

学級数は 2,792 学級で、前年度より 10 学級増加している。 
   編制方式別では、単式学級が 2,219 学級（対前年度 31 学級減少）、複式学級が 125

学級（前年度より 1 学級増加）、特別支援学級が 448 学級（同 20 学級増加）となってい

る。 
   １学級当たりの児童数は 21.9 人（対前年度 0.1 人減少）となっている。 

（表１４） 
 

 
 

 
 
 
 
 
 



(3) 児童数 
児童数は 61,174 人（対前年度 419 人減少）で、このうち特別支援学級の児童数は 1,942

人（同 194 人増加）、複式学級の児童数は 988 人（同 66 人増加）となっている。                    

特別支援学級の児童数は、この 5 年間で 59.3%増加しているが、複式学級の児童数は

2.6%減少している。 
                                    （表１５） 

 
 
 
(4) 教職員数 

   教員数は 4,292 人で、前年度より 28 人増加している。 
男女別では、男性が 1,557 人（対前年度 27 人減少）、女性が 2,735 人（同 55 人増加）

となっている。 
教員のうち、女性教員の占める割合は 63.7%で、前年度より 0.8 ポイント上昇してい

る。                                                 （表１６） 
 

 
 

 
 
  



５ 中学校 

 
(1) 学校数 

  学校数は 138 校で、前年度と同数となっている。 
  設置者別では、国立 1 校、公立 128 校、私立 9 校となっている。 

へき地等指定学校は 15 校で、前年度と同数となっている。また、特別支援学級を置く

学校数は 112 校（全学校の 81.2%）で、前年度より 5 校増加となっている。 
（表１７） 

 

 
    
    
 
(2) 学級数 

   学級数は 1,198 学級で、前年度より 4 学級減少している。 
   編制方式別では、単式学級が 976 学級（対前年度 10 学級減少）、複式学級が 5 学級（対

前年度同数）、特別支援学級が 217 学級（同 6 学級増加）となっている。 
   １学級あたりの生徒数は 25.0 人（対前年度同数）となっている。 

  （表１８） 
 

 
 
 

 
 



(3) 生徒数 

  生徒数は 29,905 人（対前年度 190 人減少）で、このうち特別支援学級の生徒数は 796 
人（同 79 人増加）、複式学級の生徒数は 26 人（同 5 人減少）となっている。                    

  特別支援学級の生徒数は、この 5 年間で 42.1%増加しており、複式学級の生徒は 64.4% 
減少している。 

（表１９） 
 

 
 
 
(4) 教職員数 

教員数は 2,779 人で、前年度より 21 人減少している。 
男女別では、男性が 1,552 人（対前年度 18 人減少）、女性が 1,227 人（同 3 人減少） 

となっている。 
教員のうち、女性教員の占める割合は 44.2%で、前年度より 0.3 ポイント増加してい 

る。 
（表２０） 

  

 
  

 
 
 
 

 
 



６ 高等学校（全日制・定時制）  

 

(1) 学校数 

   学校数は 54 校で、前年度と同数となっている。 
   設置者別では、公立本校 39 校、私立本校 14 校・分校１校となっている。 

                                        （表２１） 
 

 
 
 
(2) 学科数（専攻科を除く） 

学科数は 114 学科で、前年度より 2 学科増加となっている。 
   学科別では、普通科の 33 学科が最も多く、次いで商業科の 18 学科となっている。  

           （表２２，図１） 
 

 
 

 
 
 

 
 



 
 
 

(3) 生徒数 
本科生徒数は 30,009 人（対前年度 842 人減少）となっている。 

   学科別では、普通科 12,923 人（全生徒数比 43.1%）、工業科 4,436 人（同 14.8%）、

商業科 3,989 人（同 13.3%）となっており、この 3 科で全体の 71.1%を占めている。 
男女別割合では、男子では普通科 42.8%、工業科 25.0%、女子では普通科 43.3%、 商

業科 18.3%の順となっている。 
専攻科生徒数は 446 人（対前年度 21 人減少）となっている。 

   （表２２・２３・２４，図２） 
 

 
 

 
 
 



 

 
 

(4) 入学状況（専攻科を除く） 
   入学定員は 11,960 人（公立 7,880 人、私立 4,080 人）で、前年度より 96 人減少して

いる。 
   入学志願者数は 17,365 人（公立 8,110 人、私立 9,255 人）で、前年度より 315 人減少

している。 
   入学者数は 9,848 人（公立 7,023 人、私立 2,825 人）で、前年度より 313 人減少して

いる。 
（表２５） 

 

 
 



(5) 教職員数 
教員数は 2,617 人で、前年度より 20 人減少している。 
男女別では、男性が 1,785 人（対前年度 35 人減少）、女性が 832 人（同 15 人増加） 

となっている。 
教員のうち、女性教員の占める割合は 31.8%で、前年度より 0.8 ポイント上昇してい 

る。 
（表２６） 

  
 

 
 
 
  



７ 中等教育学校 

 

(1) 学校数 

    学校数は 1 校のみである。 

    前期課程の学級数は 3 学級である。 

    後期課程の学科数は本科全日制の普通科 1 学科のみである。 

 

(2) 生徒数 

前期課程の生徒数は 118 人で、前年度より 2 人増加している。 
後期課程の生徒数は 110 人で、前年度より 3 人減少している。 

（表２７） 

 
 

 
(3) 教職員数 

教員数は 37 人で、前年度と同数となっている。 

男女別では、男性が 29 人（対前年度 2 人減少）、女性が 8 人（同 2 人増加）となっ 
ている。 
教員のうち女性教員の占める割合は 21.6％で、前年度より 5.4ポイント上昇している。 

（表２８） 
 

      
 

 
 
 



８ 特別支援学校 

 

(1) 学校数 

学校数は 13 校（本校 11 校、分校 2 校）で、前年度と同数となっている。 
（表２９） 

 (2) 学級数 
   学級数は 428 学級（対前年度 8 学級減少）となっている。 
   １学級あたりの在学者数は 3.3 人（同 0.1 人増加）となっている。 

（表２９） 
 

 
 

 

(3) 在学者数 
在学者数は 1,394 人で、前年度より 9 人増加している。 
在学者を障がい種類別にみると、「知的障がい」が 53.7%、「知的障がいと肢体不自

由」が 21.2%等となっている。 
通学状況別在学者数の割合は、家庭からの通学が 80.1%、児童福祉施設からの通学が

8.2%、寄宿舎からの通学が 7.0%等となっている。 
（表３０・３１・３２，図３） 

 

 
 
 

 
 
 

 



 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 



(4) 教職員数 
教員数は 1,038 人で、前年度より 25 人増加している。 
男女別では、男性が 369 人（対前年度 17 人増加）、女性が 669 人（同 8 人増加）と 

なっている。 
教員のうち、女性教員の占める割合は 64.5%で、前年度より 0.8 ポイント低下してい 

る。 
教員 1 人当たりの在学者数は 1.3 人（対前年度 0.1 人低下）となっている。 
 

（表３３） 
 

   

 
 
 
 

  



９ 専修学校 

 

(1) 学校数 

   学校数は 36 校で、前年度と同数となっている。 
   設置者別では、公立１校、私立 35 校となっている。 

（表３４） 
 

 
 

 
(2) 学科数 

   学科数は 98 学科（対前年度 3 学科減少）となっている。 
学科別では、商業実務関係の 27 学科が最も多く、次いで医療関係の 22 学科となって

いる。 
（表３５，図４） 

 

 
 



 
 

 
(3) 生徒数 
  生徒数は 4,334 人（対前年度 111 人減少）となっている。  

学科別では、「医療関係」が 2,217 人（全生徒数比 51.2%）、「商業実務関係」が 786 
人（同 18.1%）、「文化・教養関係」が 604 人（同 13.9%）等となっている。 
課程別では、専門課程が 3,563 人（全生徒数比 82.2%）、高等課程が 564 人（同 13.0%）、

一般課程が 207 人（同 4.8%）となっている。 
（表３６・３７） 

 
 

 
 
 



 
 
 (4) 入学状況 

   入学定員は 3,755 人で、前年度より 140 人減少している。 
   このうち、春期定員（入学時期平成 31 年 4 月 1 日から令和元年 5 月 1 日まで）は 3,505

人となっている。 
   学科別の入学定員は、商業実務関係 990 人、医療関係 943 人等となっている。 
   春期入学者数は 2,094 人（男 907 人、女 1,187 人）で、医療関係 806 人、商業実務関

係 502 人等となっている。 
（表３８） 

 

 
 

 
(5) 就職者数 

   卒業者 2,023 人（男 940 人、女 1,083 人）のうち、71.9%にあたる 1,455 人（男 599
人、女 856 人）が就職している。  

   学科別の就職率では、服飾・家政関係 100.0%、教育・社会福祉関係 96.5%、医療関係

95.9%等となっている。 
（表３９） 

 
 



 
 
 

(6) 教職員数 
 教員数は 377 人で、前年度より 1 人減少している。 
男女別では、男性が 133 人（対前年度 4 人減少）、女性が 244 人（同 3 人増加）と 

なっている。 
教員のうち、女性教員の占める割合は 64.7%で、前年度より 0.9 ポイント上昇してい 

る。 
（表４０） 

 

 
 

 
 
 
 

  



１０ 各種学校 

 

(1) 学校数 

   学校数は 5 校で、前年度より 1 校増加している。 
   設置者別では、私立のみとなっている。 

 （表４１） 

 
 

(2) 課程数 

   課程数は 5 課程で、前年度より 1 課程増加となっている。 
   課程別では、医療関係が 2 課程等となっている。 

（表４２，図５） 
 

 

 



(3) 生徒数 

生徒数は 108 人で、前年度より 1 人減少している。 
課程別では、「医療関係」が 65 人（全生徒数比 60.2%）、「予備校」が 42 人（同 38.9%） 

となっている。 
これを男女別にみると、男子では「予備校」が 33 人（全男子生徒数比 75.0％）、女子 

では「医療関係」が 54 人（全女子生徒数比 84.4％）と最も比率が高くなっている。 
 

                                   （表４２・４３） 
 

 
 

 

(4) 教職員数 
教員数は 15 人で、前年度より 4 人増加している。 
男女別では、男性が 3 人（前年度より 1 人増加）、女性が 12 人（前年度より 3 人増加 

となっている。 
教員のうち、女性教員の占める割合は 80.0%で、前年度より 1.8 ポイント低下してい

る。  
                                 （表４４） 
 

 


